
オープンスペース整備・運営管理について

（1）（仮称）花畑広場・シンボルプロムナード利用実績 （3）運営管理について

（4）今後のスケジュールについて

（2）整備後の利活用について

・自由な発想で多様なアクティビティができる場

・多くの人々が集い、憩える場

・コロナ禍の時代に求められている、新たな交流の場
（感染拡大防止策を取りつつ、人とのコミュニケー
ション等を行う、新しいライフスタイルに対応）

・非常時の防災拠点としての場

日常のくつろぎや各種イベントはもとより、オープンカフェやマルシェなど様々な楽しみ方もでき、
安心・安全で質の高い空間としての利活用を目指す

〇利活用コンセプト

〇利活用イメージ

① オープンスペースの愛称について
市民投票を行った結果、「花畑広場」が最多得票だった

② 公の施設の設置条例について
「くまもと街なか広場条例」（仮称）の制定に向けて作業を開始した

③ 運営管理の手法について
オープンスペースの運営管理手法について、パークＰＦＩ、指定管理者制度等を含めて検
討していく

④ 運営管理の範囲について
シンボルプロムナード、（仮称）花畑広場、花畑・辛島両公園を運営管理の範囲として想
定している

⑤ 運営管理費について
これまでの（仮称）花畑広場の実績や他都市の事例及び整備費等を参考に収支の試算
を行い、適正でバランスがとれるよう検討していく

人びとでにぎわうオープンスペース

食イベント

飲料イベント スポーツ観戦

物販イベント

Ｈ27
年度

Ｈ28
年度

Ｈ29
年度

Ｈ30
年度

Ｒ1
年度

75 48 76 82 78

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ1年度

561,362 647,833 541,594 448,809 1,026,716

利用件数

集客人数

（単位：件）

（単位：人）

計359件

計3,226,314人
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